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ータとして、International Satellite Cloud 
Climatology Project（ISCCP）による D1雲
量データを使用した。水平解像度は 280km、
時間解像度は 3 時間である。また、The 
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図 1: 北緯 35 度における ISCCP 全雲量と
Φ500 の同時相関係数 . 縦軸が
ISCCP 全雲量の基準点の経度, 横軸
が雲量基準点からΦ500 までの経度




 図 2: 東経 130 度, 北緯 35 度における 300hPa 高度におけるジオポテンシ
ャルハイトの極大期(1 標準偏差以上)を基準とした, 300hPa 高度に
おけるジオポテンシャルハイト(等値線)および上層雲量(陰影).  
図 3(a): 東経 130 度, 北緯 35 度における 300hPa 高度におけるジオポテン
シャルハイトの極大期(1 標準偏差以上)を基準とした, 300hPa 高度
におけるジオポテンシャルハイト(細等値線, 正値を実線, 負値を破









図 3(b): 東経 130 度, 北緯 35 度における 300hPa 高度におけるジオポテン
シャルハイトの極大期(1 標準偏差以上)を基準とした, 300hPa 高度
におけるジオポテンシャルハイト(細等値線, 正値を実線, 負値を破
線)および鉛直流(太等値線, 上昇流域を色塗り)の, 北緯 40 度におけ
る経度-ラグ断面.  
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